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生している。具体的には、昭和 20 年代や昭和 30 年代を通じて、学校で火災が頻繁に起こっ
















































（略）、、、この日は泳ぎのうまくない児童 51 人と一緒に約 10 分間の準備体操を終えて
プールに入ったという。指導の先生 5 人がプールのわきについて指導していたが、、、
（略）、、、」（昭和 47 年 7 月）
　　 「同中では生徒の希望者に水泳の練習をしていた。12 人の生徒が参加。、、、（略）、、、この
日、プールには教諭ら 4 人の先生が立ち会っていた。」（昭和 49 年 8 月）
　　 「同校では 22 日から水泳教室を開いている。、、、（略）、、、先生 5 人が指導をしていた。
約 5 分間の準備体操の後 10 分間自由練習。その後縦の 25 メートルを泳ぐ練習に入り、、、
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（略）、、、」（昭和 50 年 7 月）
　このように、教師は生徒の活動の監督責任を持つべきだという認識の高まりは、次第に、
授業中だけでなく休み時間や放課後の事故にもその責任の範囲が拡大されていくこと意味す
る。油布は、そのことを、昭和 30 年代と昭和 40 年代末の休み時間の事故の記事により明ら
かにしている。具体的には、昭和 30 年 3 月の始業前の校庭での死亡事故への校長のコメン
トは「最近、生徒がプロレスの真似をし殴り合って困っている。どうにかならないか、困っ
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